
 
 
 
 

ふるさと発見！大交流会 in Iwate 2017 
岩手大学で学生 2 名が成果発表を実施！ 

11月 19日(日)に国立大学法人岩手大学において、文部科学省「地（知）

の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」の一環として、学生が岩

手県内の企業や行政、NPO 等との交流を通じて地域への理解を深めても

らうイベントが開催されました。学生が自らの研究や学びの成果を広く発

信し提供することにより、自らの生き方・働き方を主体的に考えることを

目的としたものです。 

本学からは総合政策学部 3 年の田嶋克侑くんと外国語学部 4 年の蛯谷

真梨奈さんが参加をしました。二人は杏林大学のブースにおいて、各自で

取り組んで来た地域での主な活動内容の紹介と、活動を通した気づきや感

じたことなどを来場者の方々へ発表しました。岩手県外から出展している唯一のブースにも関わらず、来場者の方が

足を止め学生の話に耳を傾け、最後まで聞いて頂けたことが印象的でした。 

 
「いわて大交流会に参加し、私のここまで

のボランティア活動について振り返る事が出来まし
た。自分で振り返る事が少ない中、アウトプットの場
としてこのような場を設けていただきとてもありが
たく感じました。アウトプットの場があることで杏林
大学ならではの座学で学んだことを活かし、また学べ
ない事を感じることが出来る場であると感じました。

また多くの企業や大学が参加していて周りからも刺激を貰う事ができ、
非常に充実した時間となりました。」 

 

「いわて大交流会では多くの高校生と交
流し、杏林大学の魅力や私が今まで活動してきたこと
をお話しさせていただきました。多くの人に紹介する
のはとても苦労しましたが、一人一人納得いくお話が
できるよう、寄り添って話すことができました。また、
岩手県に所在する会社もいくつか立ち寄ることがで
き、少しだけですが岩手県の魅力が発見できたことは、

私自身も良い経験になることができました。」 

当日はあいにくの雪模様ではありましたが、173 の団体がブース出展し、高校生約 220 名、大学・高専生約 930
名、一般来場者約100名、出展者・関係者約750名、合計約2,000名の来場者で大盛況のうちに終了いたしました。 
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三鷹市立中学生の職場体験学習 
10月 31日（火）～11月 2日（木）の３日間、三鷹市立第三中学校の生徒

(2年生)２名が本学で職場体験学習を行いました。地域交流課の他、井の頭図
書館、学生支援課、入学センターなど、８つの部署で大学職員の様々な仕事を

体験し、国際交流課では、語学サロンの体験も行いました。 
実施２日目には、大学生と昼食を一緒に取る時間を設け、保健学部生３

名が協力してくれました。中学生からは、勉強や将来の夢に関する質問な
どが出され、学生達は自身の経験を踏ま
え、中学生にアドバイスやエールを送り
ました。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

生きがいづくりコーディネーターが、地域活動を体験！ 

健康で活力ある生活を実現するために、多様な健康づくりの基礎知識を学び、地域活動を展開するた
めの実践能力を養うことを目的とした後期の必修科目である特別講座 Bは、地域をフィールドとした活
動への参加を取り込んで開催されています。10/14(土) 羽村市スポーツ機会提供プログラム『歩こう会』、
10/14(土) 10/21(土)多胎育児家庭の交流活動、11/25(土)三鷹健幸体操の会の活動に履修生が参加し実
践的な手法を学びました。講義で得た知識と実戦による経験を、これからの地域 
活動に活かしてもらうことを期待しています。 

羽村市スポーツ機会提供プログラム『歩こう会』に参加した履修生の感想 
「普段なかなか経験できない事ができてよかった。」 
「慣れない事なので、思いのほか体力を消費したが楽しかった。」 
「血圧や脈拍の変化をその場でチェックでき、運動の実感を感じられました。」 

多胎育児準備クラスに参加した履修生の感想 
「母親の子育ての苦労が今回の講座で理解できました。」 
「子育ての方法が時代とともに変化してきたと実感しました。」 
「多胎育児の大変さと、育児の大切さを改めて理解できました。」 

三鷹健幸体操の会に参加した履修生の感想 
「指導がとても分かりやすく、ストレッチの実践方法が理解できました。」 
「実技を実際に体験して、健康づくりのヒントを沢山もらえました。」 
「学生さんや先生の説明がとても分かりやすくて楽しい授業でした。」 

職場体験終了後に中学生から、 

お礼のお手紙が届きました。 

昼食を一緒に取った大学生は「自分が 
中学時代から成長したことを感じられました。」や、「将来について一
生懸命考えている姿に自分も頑張らねばならないと感じました。」な
ど、学生自身もこれまでを振り返るきっかけや、目標に向かって頑張
ろうという気持ちを改めて持つ機会となりました。 

職場体験学習を終えた中学生からは、「たくさんの人が関わって
１つの大きな組織が成り立っていることを知ることができまし
た。」「様々な立場の人をまとめることは難しいけど、大切なことだ
と学びました。」と、職場体験での学びと感想がありました。 
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